
＜地域資源活用型まちづくり推進事業 城内地区まちづくり庁内検討会議報告書の概要＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 上位計画など 
②第２次基本計画 
「歴史文化ゾーンについては、都心地域の付加価値を高め

るため、周辺の歴史的資産を含め、地域資産を活用しつつ、

歴史、文化の視点から魅力づくりの取組を進めます。」 

③都市計画マスタープラン 
（阪神尼崎駅周辺地域の将来像） 
「歴史が輝く城下町の雰囲気をかもしだし、にぎわいと活

気のあるまち」 

２ 歴史文化ゾーンのまちづくりの考え方 
 ①歴史文化を活かしたまちづくり 
②周辺地区の魅力をつなぐまちづくり 
 

 

①城内地区まちづくり懇話会の提言（H17 年度） 

懐かしさにふれ 地域を学び 新たな活動が生まれるまち城内に向けて 
 

 
＜目標＞ 

○歴史文化にふれ、懐かしさや安ら

ぎを感じられるまち 

○市民や子供たちが地域を学ぶまち 

○市民の新たな活動や交流が生まれ

るまち 

＜基本方向＞ 

【歴史文化の拠点】かつてお城が築かれた地区として、尼崎の歴史文化を保存継承し、発信していく中心地に 
【本物の魅力】今も残る本物の近代建築の中で、本物の歴史文化にふれられる魅力的な場所に 
【まちの活力】城内地区だけでなく、周囲の歴史文化資源を含めた観光などの情報を発信し、まちの活力源に 
【人材の育成】小中高校生から大人まで幅広く尼崎の歴史文化にふれて学び、未来のまちを創っていく場に 

【市民活動の活性化】地域研究などに係わる市民活動グループ、ボランティアの育成拠点に 
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地 区 まちづくりの考え方 

中央・三和・ 

出屋敷地区 

本市の中心市街地として、にぎわいあふ

れる都心空間を形成すると共に、親しみ

のある商店街の活性化を図る。 

アルカイック・

庄下川東地区 

都市的な文化・教養・社交の場を創出す

ると共に、良好な都市型住宅地を形成し、

魅力的な都市イメージを先導する。 

阪神尼崎駅南 

地区 

本市の玄関口として、交通機能の充実、

周辺地区とのネットワークの強化、都心

としての土地利用を促進する。 

寺町地区 

かつての城下町の面影を今に伝える歴史

文化の拠点として、寺院が集積する独特

の景観を保全する。 

城内地区 

尼崎城という近世の歴史の上に、昭和初

期など近代の歴史が積み重なる重層的な

歴史文化を伝える拠点を形成する。 

大物駅周辺地区 

小田南公園、大物公園、大物川緑地、ユ

ニチカ記念館、中国街道などの地域資産

を活用したまちづくりを進める。 

築地地区 

震災復興の中においても城下町としての

歴史、面影などの継承に配慮し、安全で

快適なまちづくりを進める。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 城内地区まちづくりの目標、方針、主な取組内容 
 

■目標 懐かしさにふれ 地域を学び 新たな活動が生まれるまち 城内 
○歴史文化にふれ、懐かしさや安らぎを感じられるまち 

○市民や子供たちが地域を学ぶまち 

○市民の新たな活動や交流が生まれるまち 

■方針 ①周辺地区と連携した魅力的なまちづくりを展開する 
②本物の魅力を活用し歴史文化の拠点を形成する 
③人材の育成と市民活動の活性化を図る 

３ 城内地区の特性と課題 

■特性 
①特別な地区 
②近代建築などの地域資源 
③阪神尼崎駅周辺の利便性

と都市魅力 
④文教的環境と落ち着いた

住環境 
 
■課題 
①歴史文化ゾーンの中心と

して本市の魅力向上と地

域活性化への貢献 
②地域資源を活かしたまち

づくりの推進 
③市民活動の促進 
④城址公園周辺計画の対応 
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